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1M27 
 

NiS2-MoS2/䃒-Al2O3 ゐ፹高活性化のための担体原料ベーマイトナノ⢏子のオリエンテッドアタッ䝏メントによる析出結晶面制御 (東
京工業大学) 䕿ⷧ井 一裕*・松下 伸広・久保田 雄太  

䕔䕔2023 ᖺ 09 ᭶ 06 ᪥(Ỉ) (N ఍ሙ) 䕔䕔 
11. 䝉䝷䝭䝑䜽䝇⢊య䝥䝻䝉䝇䛾㐍໬䠖DX ♫఍䛸䛾ㄪ࿴䛻ྥ䛡䛶 
ྜᡂ䝥䝻䝉䝇  
(10:00)㻌 (ᗙ㛗㻌 ෠Ọ 㞝୍) 
1N04 

 
ケイ酸ナトリウム水溶液から合成した中✵シリカナノ⢏子のシ䜵ル構造制御 (名古屋工業大学) 䕿宮⬥ ㇦記・(名古屋工業大学 先

進セラミックス研究センター) 野ᑼ ෽平・(名古屋工業大学) WEN Quanyue・(名古屋工業大学 先進セラミックス研究センター) 
JIANG XinXin・石原 真裕・(名古屋工業大学・名古屋工業大学 先進セラミックス研究センター) 藤 正╩* 

1N05 
 

PAA/NH4OH エマルジョンテンプレート法を用いた高分ᩓ中✵シリカナノ⢏子の合成 (名古屋工業大学) 䕿水越 ⵇ・吉田 祐生・(名
古屋工業大学 先進セラミックス研究センター) 田中 ⳯⥴・(名古屋工業大学) WEN Quanyue・(名古屋工業大学 先進セラミックス

研究センター) JIANG Xinxin・石原 真裕・(名古屋工業大学・名古屋工業大学 先進セラミックス研究センター) 藤 正╩* 
1N06 

 
数༑ nm ᆒ一Ꮝを有する高ẼᏍ⋡アルミナ多Ꮝ体の合成プロセスの研究 ((一㈈)ファインセラミックスセンター) 䕿高橋 誠治・高田 
㞞介・(上海交通大学) 平野 ┾一 

ゎ○䞉ศ⣭䝥䝻䝉䝇  
(11:00)㻌 (ᗙ㛗㻌 㣤ᓥ ᚿ⾜) 
1N07 䖩 高⢭度‵式分⣭機「アイクラシファイア」の特ᚩとセラミックス粉体加工における活用事౛ (佐竹マル䝏ミクス（株）) 䕿佐藤 誠 
1N09 

 
‵式ジ䜵ットミルプロセスによる hBN/エポキシ」合材料の高熱ఏᑟ化 (産業技術総合研究所) 䕿冨永 雄一・佐藤 公Ὀ・今井 祐介 

⢊య䝥䝻䝉䝇䛸䝕䝆䝍䝹䝒䜲䞁  
(13:20)㻌 (ᗙ㛗㻌 㣤ᓥ ᚿ⾜) 
1N14 䕺 粉体プロセスのデジタル䝒イン構⠏のための革新的数್シミュレーション䝰デルの開発と産業応用 (東京大学) 䕿酒井 幹夫 
1N16 

 
マハラノ䝡ス䇲タグ䝏法を用いた粉体構造のパターンデ断 (岐阜大学・東北大学) 䕿高井 千加・(名古屋大学) 山下 誠司 

(14:20)㻌 (ᗙ㛗㻌 㧗஭ ༓ຍ) 
1N17 

 
光䝁䝠ーレンスト䝰グラフィーを用いたື的ほᐹと஝⇱特性との相関に基づく‵式成形中の不ᆒ質構造形成過程の理解 (神奈川県

立産業技術総合研究所・横浜国立大学) 䕿高橋 拓実・(横浜国立大学) 多々見 純一 
1N18 䖩 ほ測とシミュレーションを⼥合するデータ同化技術の工学応用 (（株）構造計画研究所) 䕿綿ᘬ ኊ真・大ᓙ ඘己・山口 賢司・加藤 ⩧

真 
(15:20)㻌 ఇ᠁ 
㐀⢏䞉ᡂᙧ䝥䝻䝉䝇  
(15:40)㻌 (ᗙ㛗㻌 㧘ᶫ ᣅᐇ) 
1N21 

 
tert-butyl alcohol, cyclohexene ΰ合溶፹を用いた Si3N4 スラリーの෾結ᣲືの OCT その場ほᐹと෾結஝⇱造⢏ (横浜国立大学) 䕿
山崎 理子・多々見 純一*・飯島 志行・(株式会社プリス) 川口 ᫴也・(産業技術総合研究所) ㏆藤 直樹 

1N22 
 

スプレードライ法と෾結造⢏法で作製したアルミナ㢛⢏のᅽ密特性 (産業技術総合研究所) 䕿㏆藤 直樹・嶋村 彰⣫・堀田 幹則・

(横浜国立大学) 多々見 純一・(（株）プリス) 川口 ᫴也 
1N23 

 
⢒⢏アルミナの㗪込み成ᆺにおけるセルロースナノファイバーῧ加のຠᯝ (産業技術総合研究所) 䕿㏆藤 直樹・ⷧ川 隆太郎・嶋村 
彰⣫・堀田 幹則 

(16:40)㻌 (ᗙ㛗㻌 ㏆⸨ ┤ᶞ) 
1N24 

 
アクリル変性シランアル䝁キシドを㓄合した⢏子間光ᯫ橋性シリカスラリーの◳化性と成形体の焼結性 (横浜国立大学) 䕿山田 ⣪▮

香・多々見 純一・飯島 志行* 
1N25 

 
ナノ⢏子スラリーを用いた✚ᒙ光造形と高㏿な஝⇱・焼成᧯作を⤒た」㞧形状透明シリカガラス部材の造形 (横浜国立大学) 䕿飯

島 志行・山野井 慶彦・西山 健஫・多々見 純一  

䕔䕔2023 ᖺ 09 ᭶ 06 ᪥(Ỉ) (R ఍ሙ) 䕔䕔 
10. 䝬䝔䝸䜰䝹䝕䝄䜲䞁䛸䝥䝻䝉䝑䝅䞁䜾䝕䝄䜲䞁䌦 1D ཎᏊか䜙䡚3D 䝞䝹䜽㐀ᙧ䜎䛷 䌦 
ᚤ⢏Ꮚྜᡂ  
(9:00)㻌 (ᗙ㛗㻌 ᯘ ኱࿴) 
1R01 䕺 材料の✵間㓄⨨を制御するᚤ⢏子デザインと⢏子界面制御プロセス (東北大学) 䕿長尾 大㍜ 
1R03 

 
多Ꮝ性水和䝏タニア前㥑体を用いたⰼ状䝏タニア⢏子の作製᮲件の᳨討 (千葉大学) 䕿谷田貝 美優・小島 隆*・木村 祐Ẏ・ᐊఅ 
Ἠᕼ・上川 直文 

1R04 
 

キューブ状䝏タニア⢏子の部分❅化と Pt ナノ⢏子の担持 (千葉大学大学院) 䕿下谷 明㔛・小島 隆*・細谷 周平・上川 直文 
(10:20)㻌 ఇ᠁ 
ゐ፹䞉⎔ቃ䞉䝸䝃䜲䜽䝹  
(10:40)㻌 (ᗙ㛗㻌 ᑠᓥ 㝯) 
1R06 

 
WOx/FeWO4 䝦テロ系㉥外応答ᆺ光ゐ፹のマイクロἼ合成 (名古屋工業大学) 䕿加藤 邦彦・Ni Kadek Sagit Ari Warsani・㎞ 㡤子・

白井 孝 
1R07 

 
Ⅳ素繊維ᙉ化プラス䝏ック (CFRP) のリサイクルに向けた新つグリーンゐ፹の開発 (名古屋工業大学先進セラミックス研究センター) 
䕿㎞ 㡤子・後藤 ⯙・加藤 邦彦・Xu Yuping・白井 孝 

1R08 
 

◡◁製造ṧ´を利用した陶ᅵ調製に関する研究 －陶ჾ産業におけるᮍ利用素材の有ຠ活用－ (⚟岡県工業技術センター) 䕿
阪本 尚孝・親川 ክ子 

1R09 
 

石Ⅳ⅊から溶出された金属イオンの反応ᣲືとそのホ౯ (名古屋工業大学先進セラミックス研究センター) 䕿三宮 拓実・㎞ 㡤子・

加藤 邦彦・ᚎ ⋢ⴍ・白井 孝*  
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